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W08a SPICA コロナグラフ装置（SCI）の現状
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我々は SIPCA への搭載を目指し、コロナグラフ観測装置 (SPICA Coronagraph Instrument: SCI) の開発を
進めている。SCI の観測波長域は 4～28 ミクロン、分光観測の波長分解能は ～200 である。SCI ではバイナリ
瞳マスク方式のコロナグラフを用いて、像差分法を併用することで、～6 桁のコントラストを得る。中間赤外域
を広くカバーする SCI の分光・撮像機能は、2020年代においても他に類を見ないものになると期待されている。
SCI の主要な観測のひとつは系外惑星の分光である。得られたスペクトルを用いて、現段階では複数存在する惑
星形成モデルの検証を目指す。系外惑星のほか、星周円盤、活動銀河核、固体微粒子の観測への適用などについ
て検討が進んでいる。講演では、SCI の目指すサイエンスおよび装置設計の概要を示す。


